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【産学連携学会 第 23回大会（函館大会）6月 19日、20日】 

 オーガナイズドセッションに関するご報告④ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

セッション名：NEDOセッション 

「地域におけるスタートアップ、産学連携の定着とその支援のリアル」 

～ウェルビーイングと地域愛～ 

開催日時：令和 7年 6月 19日（木）10：00～11：30   

会  場：B会場 

 

１．概要 

政府施策に携わる立場からの地域支援の取り組み 

 ○馬場 大輔（新エネルギー・産業技術総合開発機構） 

大学の現場に携わる立場からのスタートアップ創出への取り組み 

 ○中田 泰子（北陸先端科学技術大学院大学） 

研究力集積地からのスタートアップ創出への取り組み 

 ○平山 太市（茨城大学） 

スタートアップ支援の立場からの地域経営人材確保の取り組み 

 ○津國 浩之（東北大学ベンチャーパートナーズ） 

実用化・事業化支援の立場からの環境づくりの取り組み 

 ○今津 美樹（組織のためのビジネスモデル協議会、函館市ものづくり産業アンバサダー） 

オーガナイザー：馬場大輔（新エネルギー・産業技術総合開発機構） 

 

２．オーガナイザーによるセッションまとめ 

地域支援という大きな政策潮流が波及し、地域発スタートアップの増加や地域における産

学連携が進展していることは確かであるものの、例えば実用化・事業化を目指す研究者や、

地域に拠点を構えるスタートアップや、そこに参画する経営人材、地域をけん引する企業等

など、リアルに「少ない」「足りない」「いない」などの「ない」が多いことも事実である。 

このセッションでは、これらの「ない」について、首都圏との単純な「差」ではなく「違い」

として捉え、中田氏から震災復興状況も含めた北陸地域のポテンシャル、平山氏から研究集

積地である茨城県の地域ポテンシャル、津國氏からは地域 VCとしての人材・マインド、今

津氏からは地域の事業化視点、というそれぞれの捉える地域支援について、本大会のテーマ 



とされるウェルビーイングや地域愛といった観点で、「ない」を活かした次なるアクション

について議論した。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等、 

産学連携に関する情報をお流しいたします。 

会員の皆様への情報の配信をご希望の方は、 

産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org) までご連絡ください。 


